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東日本大震災の義援金を募集しています～３月３１日まで市役所４階総務課などで受付

（広告）

 
■　

月　

日
～　

日
に
日
野
市
消
防

１２

２９

３１

団
で
歳
末
警
戒
を
実
施

　

日
野
市
消
防
団
で
は
、　

月　

日

１２

２９

㈭
～　

日
㈯
の
間
、
歳
末
警
戒
を
実

３１

施
し
ま
す
。
地
域
の
消
防
団
が
消
防

車
両
で
巡
回
し
、
火
災
予
防
を
広
報

し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

a　

月　

日
㈭
～　

日
㈯
午
後
７
時

１２

２９

３１

～
午
前
０
時
※
広
報
活
動
は　

日
・

２９

　

日
㈮
午
後
７
時　

分
～　

時
l
防

３０

３０

１０

災
安
全
課

■
剪
定
枝
の
拠
点
収
集
（
１
月
）
～

無
料
で
お
引
き
取
り
し
て
い
ま
す

　

ご
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
手
入
れ
で

出
た
剪
定
枝
は
、
剪
定
枝
チ
ッ
プ
化

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
な
る
べ
く
拠

点
収
集
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

無
料
で
お
引
き
取
り
し
て
い
ま
す
。

　

収
集
日
と
会
場
は
左
表
の
と
お
り

で
す
が
、
今
年
か
ら
「
ご
み
・
資
源

分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
決
め
ら
れ
た
日
時
以
外
に

会
場
へ
持
ち
込
む
と
周
辺
の
方
の
迷

惑
に
な
り
、
事
業
を
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

 
l
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
（
緯　

・
０
４

５８１

４
４
） 市

民
生
活

市
民
生
活

●剪定枝拠点収集（１月）
１３：３０～１５：３０９：００～１１：００日程

多摩平第１公園四ツ谷下東公園５日㈭
高幡不動駅北第四駐輪場入口御嶽上公園６日㈮
リサイクル事務所旭が丘中央公園１１日㈬
さかい公園てっぺん山公園１２日㈭
ハケ下公園日野中央公園１７日㈫
鳥と緑の日野センター駒形公園１８日㈬
日野台公園落川公園１９日㈭
黒川地域広場新坂下公園２３日㈪
沢田公園（通称）たぬき公園２４日㈫
まつばやし地区広場さいかちぜき公園２５日㈬

■
保
育
＆
お
土
産
付
き
日
野
市
民
防

災
講
座
～
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ゲ

ー
ム
で
学
ぶ
家
族
の
防
災

　

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

震
災
に
備
え
て
、
家
族
で
必
ず
知
っ

て
お
き
た
い
防
災
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

a
１
月　

日
㈯
・　

日
㈯
、
２
月
４

２１

２８

日
㈯
・　

日
㈯
午
前
９
時
～
正
午
b

１８

中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
f
市
内
在
住
の

小
学
３
年
生
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
g　

組
k
１
月
６
日
㈮（
必
着
）

２０

ま
で
に
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
。
参
加
す
る
全
て
の
方
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
保
育
が
必
要
な
お
子
さ

ん
の
人
数
を
記
入
l
〒　

們
０
０
１

１９１

１
日
野
本
町
７
の
５
の　

日
野
市
ボ

２３

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
（
緯　

・
５８２

２
３
１
８
思　
・
９
２
０
５
死hino

５８３

-vc@
hinosuke.org

）

 
■
日
野
市
障
害
福
祉
人
材
育
成
事
業

～
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座a
d
下
表
の
と
お
り
※
他
に
市
内
施

福
　
祉

福
　
祉

時　

分
j
送
迎
が
必
要
な
方
は
１
月

３０

　

日
㈫
ま
で
に
申
し
込
み
k
電
話

１７▼
個
別
栄
養
相
談
会
…
a
１
月　

日
２４

㈫
午
前
９
時　

分
～　

時　

分
d
栄

３０

１１

３０

養
士
に
よ
る
相
談
※　

分
程
度
k　

３０

１２

月　

日
㈬
ま
で
に
電
話

２８

　

い
ず
れ
も
b
や
ま
ば
と
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
f
市
内
在
住
で
身
体

（
車
椅
子
可
）・
知
的
・
高
次
脳
機
能

障
害
の
あ
る　

～　

歳
の
方
l
市
立

１８

６４

や
ま
ば
と
（
緯　

・
３
４
０
０
）

５８２

設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
あ

り

b
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
f
全
回
出
席
で

き
る
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
障
害
者

福
祉
に
関
心
が
あ
る
方
g　

人
k
電

２０

話
l（
社
福
）日
野
市
民
た
ん
ぽ
ぽ
の

会
（
緯　
・
３
０
７
２
）、
市
障
害
福

５８１

祉
課

 
■
市
立
や
ま
ば
と
か
ら

▼
ク
ッ
キ
ン
グ
～
変
わ
り
お
や
き
…

a
１
月　

日
㈯
午
前
９
時　

分
～　

１４

３０

１１

時　

分
k
電
話

３０
▼
映
画
鑑
賞
会
～
男
は
つ
ら
い
よ
…

a
１
月　

日
㈮
午
前
９
時　

分
～　

２７

３０

１１

●精神保健福祉ボランティア講座
講師内容日程

井水正恵氏（東京都南多摩
保健所保健師）

こころの病ってなんだろう
？～こころの病の基礎知識１月１３日㈮

宮澤秀一氏（トライ・ザ・
ブルースカイ代表）

地域に暮らす～ボランティ
アさんへ、当事者からのメ
ッセージ

　　２０日㈮

渡辺禮司氏（東京都精神保
健福祉ボランティア連絡協
議会会長）

どんなボランティアがある
んだろう？～体験へ向けて　　２７日㈮

アドバイザー・結一純氏（日
野市民たんぽぽの会たんぽ
ぽひのセンター管理者）

交流会２月１７日㈮

※時間はいずれも午後３時〜５時３０分

　市民参画によって策定した「環境基本
計画」では、市が行う事務・事業による
環境負荷の低減を図るため、環境マネジ
メントシステムの導入を掲げました。
　そこで組織の活動が環境に及ぼす影響
を最小限に食い止めることを目的とした
国際的な標準規格である「ISO１４００１」を
平成１２年に認証取得しました。市が行う
事務・事業のうち著しく環境に影響を与
える事業について、その負荷を減らす取
り組みを行うなど継続的な改善を行って
います。
　これまでに本庁舎、生活・保健センタ
ー、防災・情報センター、建築指導課、
環境情報センター、公民館２施設、郷土
資料館、図書館６施設が認証を取得、平
成２３年度からクリーンセンター事務所を
対象施設に加えて審査を受け、その活動
が有効であると認められました（計１５施
設）。
　「ISO１４００１」の認証取得から１０年間、
継続して実施したことで、職員一人ひと
りの意識も向上し、今では意識せず環境
配慮行動がとれるまでになりました。そ
の結果、ガス・水道などエネルギー使用
量やごみの排出量を削減することができ

ました。このことは、今後も継続してい
きます。
▶今年度の各課の取り組みについて
　毎年度、環境への負荷低減に向けて取
り組むべき意義のあるものを「環境マネ
ジメントプログラム」として、目標値な
どを定めて実施しています。昨年度策定
した第２次環境基本計画の中で優先して
実施するとした各施策もこのプログラム
として、進行管理を行っています。
　これまでも省エネ省資源に着目した取
り組みを実施してきましたが、震災の影
響により電力供給不足が大きな問題とな
ったことから、今年度は電力の使用量抑
制に向け、市民の皆さまのご協力をいた
だきできる限りの節電対策を実施してき
ました。今後は、働き方や暮らし方など
ライフスタイルの見直しを含めて、新し
い視点に立った取り組みを目指します。
■市民と作った日野市環境白書（平成２２
年度版）ができました
　日野市環境施策の進み具合を白書とし
てまとめました。詳細は、市ホームペー
ジまたは市内各図書館でご覧になれま
す。
l環境保全課

　

男
女
平
等
行
動
計
画
策
定
後
、
そ

の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、

毎
年
、
本
部
（
庁
内
）
評
価
と
市
民

評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
２３

度
は
、
平
成　

年
度
に
実
施
し
た
市

２２

が
推
進
す
る
男
女
平
等
行
動
計
画
の

　

施
策
・
事
業
の
う
ち
、　

施
策
・

１１０

１０

事
業
に
つ
い
て
評
価
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
報
告
書
は
、
多
摩
平
の
森

ふ
れ
あ
い
館
内
男
女
平
等
課
、
七
生

支
所
、
市
内
各
図
書
館
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

l
男
女
平
等
課
（
緯　
・
２
７
３
３
）

５８４

平
成　

年
度
実
施
事
業
の

２２

本
部
・
市
民
評
価
報
告
書
が
完
成

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の 

登
録
料
の
請
求

Ｑ　
携
帯
電
話
で
、
無
料
動
画
サ
イ

ト
を
検
索
し
て
い
た
ら
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
に
つ
な
が
り
、「　

歳
以
上
」
を

１８

ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
「
登
録
完
了
し
ま

し
た
。
３
日
以
内
に
５
万
円
を
銀
行

口
座
に
振
り
込
ん
で
」
と
い
う
画
面

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

画
面
に
は
自
分
の
携
帯
の
機
種

名
、
個
体
識
別
番
号
な
ど
が
出
た
の

で
、
自
分
の
個
人
情
報
が
相
手
に
す

べ
て
分
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
で
あ
る
。
５
万
円

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
？

連
絡
先
と
書
か
れ
て
い
る
電
話
に
か

け
て
、
退
会
を
申
し
出
た
ほ
う
が
い

い
の
だ
ろ
う
か
。

Ａ　
「
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
へ
の
登
録
が
完
了
し
、
５
万
円

の
登
録
料
が
発
生
す
る
」
と
画
面
に

は
っ
き
り
と
分
か
る
形
で
書
か
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
契
約
が

成
立
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

支
払
い
の
義
務
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
個
体
識
別
番
号
か
ら
分
か

る
も
の
は
、
電
話
会
社
、
携
帯
電
話

の
メ
ー
カ
ー
、
機
種
名
な
ど
の
携
帯

電
話
情
報
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
な
ど
の
個
人
情
報
は
分
か
り

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
書
い
て
あ
る
電
話
番
号
に

電
話
を
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
情
報
を

相
手
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
、
強
引
な
督
促
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

相
手
に
は
連
絡
せ
ず
、
無
視
し
て

様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た

時
に
は
消
費
生
活
相
談
室
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

l
消
費
生
活
相
談
室
（
緯　

・
３
５

５８１

５
６
）

男女平等
行動計画

▲市民評価委員が市長に報告

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ののののののののののののののののののののののののののののののののの環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののののののののののののののの取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組日野市の環境負荷低減への取り組みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ




